
はじめに
ふるさと尺の内公園は島根県雲南市木次町にあ

る面積約２６，８００m２の多自然型公園である．公園の

後背地には，主にこの地方の本来の植生であるス

ダジイを中心とした照葉樹林があり，その一部に

はコナラ林やスギ・ヒノキの人工林も存在する（�
村，１９９８）．

著者の一人である林は，２００６年４月から１０月ま

での期間に，尺の内公園内に設置したマレーゼト

ラップ（以下，MTと略す）およびフライト・イン
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Abstract A continuous sampling was carried out in order to obtain more infor-

mation about the insect fauna of Shakunouchi Park in Un’nan City, Shimane Prefec-

ture, using Malaise trap and flight interception trap（FIT）from April２００６through

October２００６. In this survey, adult mordellid beetles were monitored to determine

their composition and phenology. A total of２８８mordellid specimens, representing

１２genera and２２species were captured. Nineteen species are newly recorded from

Shimane Prefecture. Specimens were collected for about five months from April

２７to September２９. The single activity peak of mordellid beetles was observed from

the late of June to late July.
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ターセプション・トラップ（flight interception

trap；以下，FITと略す）を用いてきわめて多くの

昆虫類を捕獲した．このうちマルハナノミ科など

水生甲虫類については林（２００６）で，カミキリム

シ・ハムシ類については藤原・林（２００７）で，レッ

ドデータブック掲載種及び希少種については林

（２００７）ですでに報告されている．ハナノミ科甲虫

についてはこれまでに本公園からの記録はなく，

島根県内においてもいくつかの断片的な報告があ

るのみである．さらに，日本国内においてハナノ

ミ類の定量的かつ長期的な調査に関する報告例は

非常に少なく，成虫の季節消長など基礎的な生態

についてはほとんど解明されていない．

そこで今回は尺の内公園で行われた昆虫相調査

に関する第３報として，ハナノミ科甲虫について

の記録を行うとともに，これまでに島根県内から

報告されている種を含めた目録を作成し文末に付

した．さらに長期的なトラップ調査を行うことで

明らかとなったハナノミ類の生態や各トラップの

有効性についても考察する．

調査方法
本調査では，MTと FITを使用してハナノミ類の

採集を行った．MTには HOGA社製の三角型（高

さ１．７m，長さ１．６m，幅１．１m；黒色ネット製）を

２基使用し，FITには「丸山式 FIT」（衝突板：高さ

４３cm，幅６２cm；屋根付き）（丸山，２００６）を３基

使用した．それぞれのトラップは，公園部分とそ

の後背林の境界に設置した．保存液はMTでは７５％

エタノールを，FITでは１０％酢酸水溶液に洗剤を

加えたものを使用し，回収後は７５％エタノールで

一時的に保管した．調査期間は２００６年４月６日か

ら１０月２６日で，不定期ではあるが１週間から２

週間の間隔を基本として回収を行った．得られた

標本はすべて乾燥標本とし，ホシザキ野生生物研

究所と著者の一人である鶴によって保管されてい

る．同定には主に「原色日本甲虫図鑑Ⅲ」（高桑・

畑山，１９８５），「近畿地方のヒメハナノミ（予報）」

（初宿，２０００），「日本産ハナノミ科ハナノミ族概説

４，７」（高桑，２０００a, b）を用いたが，近似種との

区別が難解なものについては適時原記載論文など

を参照した．

捕獲されたハナノミ科甲虫
今回の調査によって，MTと FITの両トラップか

ら合計１２属２２種２８８個体のハナノミが捕獲され

た．このうち島根県から初記録のものは１９種に及

んだ．以下に今回の調査で記録された種について，

各種の採集データ（個体数，日付，トラップの種

類）とともに記述する．なお本調査で島根県初記

録の種には和名の後に＊印を付した．

ハナノミ族 Mordellini

１．オオオビハナノミ

Glipa（Macroglipa）shirozui Nakane

主にブナ帯に分布するが，東京都高尾山や奈良

県春日山などの記録もあり，良好な照葉樹林があ

れば生息するものと思われる．

２exs． ２２．vii．－５．viii．２００６ MT

２．アラキハナノミ＊

Mordellaria arakii（Nakane et Nomura）

前種と同様にブナ帯で多く採集されているが，

シイ・カシ帯からの記録もある．日本海側からの

採集例は少ない．

１ex． ５．－１７．vi．２００６ FIT

２exs． １７．－２９．vi．２００６ MT

１ex． １７．－２９．vi．２００６ FIT

１ex． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

２exs． ８．－２２．vii．２００６ MT

ヒメハナノミ族 Mordellistenini

３．クロヒメハナノミ

Mordellistena（Mordellistena）comes Marseul

普通種．体全体が黒色となることで日本産の他

種と区別できるが，体サイズや雄交尾器などに大

きな変異があり，複数種含まれている可能性があ

る（Shiyake，１９９４）．幼虫はアサ（Cannabis sp.,

アサ科）やユリ（Lilium sp., ユリ科）の茎に穿孔

し，ゴール（虫えい）を形成する．

１ex． ２．－５．v．２００６ FIT

１ex． １９．v．－５．vi．２００６ MT

２exs． ５．－１７．vi．２００６ MT

１ex． １７．－２９．vi．２００６ MT

鶴 智之・林 成多
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４．トケジクロヒメハナノミ＊

Mordellistena（Mordellistena）tokejii Nomura

前種に似るが，口器，触角基部，前・中脚，後

脚脛節端棘が黄褐色となる点で区別できる．

１ex． ５．－１７．vi．２００６ MT

１ex． ５．－１７．vi．２００６ FIT

５．クロヒメハナノミ属の１種＊

Mordellistena（Mordellistena）sp.

雄雌それぞれ一個体ずつ捕獲されているが，雄

交尾器の形状を見ると該当する種がなく未記載種

の可能性が高い．

２exs． １７．－２９．vi．２００６ MT

６．トゲナシヒメハナノミ＊

Mordellina（Mordellina）atrofusca（Nomura）

普通種．訪花習性を持たないため記録はあまり

多くないが，MTでは各地で多数捕獲されているよ

うである．同属のM. hirayamai の成虫は枯葉に生

えた子嚢菌（分生子）を摂食することが報告され

ており（Tsuru，２００４），本種も同様の食性を持つ

と思われる．

２exs． ５．－１７．vi．２００６ MT

１ex． ５．－１７．vi．２００６ FIT

８exs． １７．－２９．vi．２００６ MT

４exs． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

６exs． ８．－２２．vii．２００６ MT

６exs． ２２．vii．－５．viii．２００６ MT

７．チャオビヒメハナノミ＊

Mordellina（Mordellina）brunneotincta（Marseul）

普通種．前種と同様に訪花習性を持たず，成虫

は子嚢菌を摂食すると思われる．本州産の他種と

は前胸背板に３つの黒色紋を持つことで容易に区

別できる．

１ex． ５．－１７．vi．２００６ MT

５exs． １７．－２９．vi．２００６ MT

２exs． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

７exs． ８．－２２．vii．２００６ MT

２exs． ２２．vii．－５．viii．２００６ MT

１ex． ９．－２９．ix．２００６ MT

８．アマミヒメハナノミ＊

Mordellina （Pseudomordellistena） amamiensis

（Nomura）

普通種．強い訪花習性を持つ．本州以南の各地

に分布するが，西日本での記録が多い．

３exs． １７．－２９．vi．２００６ MT

５exs． ８．－２２．vii．２００６ MT

１ex． ８．－２２．vii．２００６ FIT

４exs． ２２．vii．－５．viii．２００６ MT

９．ヤマモトヒメハナノミ

Mordellina（Pseudomordellistena）yamamotoi

（Nomura）

普通種．北海道から九州まで広く分布し，強い

訪花習性を持つ．

１ex． ５．－１７．vi．２００６ MT

２exs． １７．－２９．vi．２００６ MT

１ex． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

１０．カグヤヒメハナノミ＊

Mordellina（Pseudomordellistena）kaguyahime

（Nomura et Katô）

普通種．前種同様北海道から九州まで分布し，

訪花習性を持つ．形態の類似した種が多く同定は

難しい．

２exs． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

１１．キンモンヒメハナノミ＊

Falsomordellistena auriguttata Nomura

訪花習性を持つと思われるが，著者らは花での

採集経験がないので詳細は不明．

７exs． １９．v．－５．vi．２００６ MT

２exs． １９．v．－５．vi．２００６ FIT

３exs． ５．－１７．vi．２００６ MT

２exs． ５．－１７．vi．２００６ FIT

１２．オカモトヒメハナノミ＊

Falsomordellistena okamotoi（Kôno）

普通種．本州から沖縄まで分布し，強い訪花習

性を持つ．

１ex． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

１０exs．８．－２２．vii．２００６ MT
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２exs． ８．－２２．vii．２００６ FIT

４exs． ２２．vii．－５．viii．２００６ MT

１３．シナノヒメハナノミ＊

Falsomordellistena shinanoensis Tokeji

訪花習性を持つと思われるが，著者らは花での

採集経験がないので詳細は不明．珍しい種のよう

でこれまでの記録は少ない．

１ex． ８．－２２．vii．２００６ FIT

１４．オオメヒメハナノミ＊

Glipostena pelecotomoidea（Pic）

ヒメハナノミ族の中ではきわめて大型で，体長

は８mmを超える．夜行性で，多孔菌類のキノコに

集まりこれらを摂食する（豊田，１９９７；豊田・

鶴，２００２）．近年になって報告例が増えており，低

山地の里山的環境に生息すると思われる．

１ex． ５．－１７．vi．２００６ MT

１５．クリゲヒメハナノミ＊

Glipostenoda trichophora（Nomura）

同定の困難な種．訪花習性を持つ．

２exs． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

２exs． ２９．vi．－８．vii．２００６ FIT

４exs． ８．－２２．vii．２００６ MT

１ex． ８．－２２．vii．２００６ FIT

１ex． ２２．vii．－５．viii．２００６ MT

１６．ナミアカヒメハナノミ＊

Falsomordellina luteoloides（Nomura）

普通種．雄の小顎髭（maxillary palpus）末端節

は台形となる．訪花習性はなく，下草のスウィー

ピングや照葉樹のビーティングで得られる．成虫

で越冬することが知られている．

１ex． ２７．iv．－２．v．２００６ MT

５exs． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

１７exs．８．－２２．vii．２００６ MT

１ex． ８．－２２．vii．２００６ FIT

１０exs．２２．vii．－５．viii．２００６ MT

９exs． ５．－１７．viii．２００６ MT

３exs． １７．－２６．viii．２００６ MT

２exs． ９．－２９．ix．２００６ MT

１７．タカオヒメハナノミ＊

Falsomordellina takaosana（Kôno）

普通種．前種に似るが，後脚脛節段刻は前種よ

り１本多く５本となる．本種も前種と同様に訪花

習性を持たず，成虫で越冬すると思われる．

３exs． ２７．iv．－２．v．２００６ MT

１８．ガロアヒメハナノミ＊

Tolidopalpus galloisi（Kôno）

普通種．雄の小顎髭末端節は肥大化し細長い豆

形となる．尾節板は非常に短い．訪花習性は持た

ず，林縁のスウィーピングなどで得られる．

１ex． １７．－２９．vi．２００６ MT

４exs． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

１ex． ２９．vi．－８．vii．２００６ FIT

４exs． ８．－２２．vii．２００６ MT

１ex． ２２．vii．－５．viii．２００６ MT

１９．ナガトゲヒメハナノミ＊

Tolidostena japonica（Tokeji）

雄の前脚�節第１節の端部には棘状突起がある．
訪花習性を持つ．

１ex． １７．－２９．vi．２００６ MT

２０．アワヒメハナノミ＊

Pseudotolida awana（Kôno）

普通種．雄の小顎髭末端節は肥大化しボート形

となる．訪花習性はない．

９exs． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

２２exs．８．－２２．vii．２００６ MT

４exs． ８．－２２．vii．２００６ FIT

５exs． ２２．vii．－５．viii．２００６ MT

２１．アカヒメハナノミ＊

Mordellistenoda aka（Kôno）

雄の小顎髭末端節は著しく肥大化し楕円形とな

る．西日本に多く，林床のスウィーピングなどで

得られる．訪花習性はない．

１ex． ９．－２９．ix．２００６ MT

２２．オオスミヒメハナノミ＊

Mordellistenoda ohsumiana（Nakane）

鶴 智之・林 成多
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普通種．雄の小顎髭末端節は外縁が肥大化し台

形となる．訪花習性はない．

２exs． ２９．vi．－８．vii．２００６ MT

３１exs．８．－２２．vii．２００６ MT

１９exs．２２．vii．－５．viii．２００６ MT

７exs． ５．－１７．viii．２００６ MT

捕獲されたハナノミ類の特徴と生態
採集された種の特徴

今回の調査では，日本海側からの記録がほとん

どないアラキハナノミや全国的に報告例の少ない

シナノヒメハナノミのような珍しい種も少数捕獲

されたが，大部分は本州西部の低山地に普遍的に

分布する種で占められていた．またオオオビハナ

ノミ，アラキハナノミ，オオメヒメハナノミの３

種は，良好な照葉樹林やクヌギ・コナラ林に分布

する種であり，優占種となっていたオオスミヒメ

ハナノミ（５９個体，２０．５％），ナミアカヒメハナノ

ミ（４８個体，１６．７％），アワヒメハナノミ（４０個

体，１３．９％）の３種も筆者の採集経験では同様の

環境を好む種である．このようなハナノミ類の種

構成は，本調査地に見られるスダジイを主とする

照葉樹林やコナラ林などの植生を反映したもので

あると考えられる．

発生消長

捕獲されたハナノミ類の個体数及び種数の季節

変動をそれぞれ図１，２に示した．捕獲された期間

は４月２７日から９月２９日までの約５カ月間で，４

月上旬と１０月からは一頭も捕獲されなかった．個

体数，種数ともに５月中旬から増加し始め，７月の

上旬にピークを迎えた．その後個体数については

７月下旬から，種数は８月上旬から急速に減少し始

め，８月下旬にはほとんど捕獲されなくなった．

Jackman・Nelson（１９９５）は１９９０年にアメリカ，

テキサス州，オースチンにおいてMTを用いた調

査を行い，３５種７５４個体ものハナノミ類を捕獲し

ている．この調査での捕獲期間は３月１３日から１２

月３日までの約９カ月間で，今回の結果よりも４

カ月近く長かった．これはテキサス州オースチン

の気候が今回の調査地である島根県雲南市より温

暖であることが影響しているものと思われる．今

後，日本国内においてもより温暖な地域で調査を

行えば捕獲期間は長くなると推察される．

さらに今回得られた２２種についてそれぞれの発

生状況を図３に示した．ほとんどの種が６月上旬

から８月上旬の期間に発生しており，約１カ月か

ら２カ月経過すると捕獲されなくなった．なかで

もナミアカヒメハナノミは発生期間が非常に長

く，４月下旬から９月下旬まで捕獲されていた．本

種は成虫で越冬することが知られており，春先は

越冬個体，夏から新成虫個体と考えられる．

図１ 捕獲個体数の季節変化（棒上部の数値は各期間の
捕獲個体数を示す）

図２ 捕獲種数の季節変化（棒上部の数値は各期間の捕
獲種数を示す）

島根県雲南市木次町ふるさと尺の内公園の昆虫相（３）
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マレーゼトラップの有効性
今回の調査で得られたハナノミ科甲虫のうち，

MTで捕獲されたものは１２属２１種２６６個体，FIT

は８属１２種２２個体であった．種数，個体数とも

に FITよりもMTのほうが顕著に多く，種数では

１．６倍，個体数では１２．１倍となった．ほぼすべて

の種がMTでより多く捕獲されており，FITでのみ

得られたのはシナノヒメハナノミの一種に止まっ

た．今回の調査はMTと FIT間でトラップサイズ

が異なっているために単純に両者を比較すること

はできないが，ハナノミ類においてはMTのほう

がより効果的なトラップである可能性が示唆され

た．また今回得られた２２種のうち訪花習性を持つ

と思われるものはアマミヒメハナノミ，ヤマモト

ヒメハナノミ，カグヤヒメハナノミ，キンモンヒ

メハナノミ，オカモトヒメハナノミ，シナノヒメ

ハナノミ，クリゲヒメハナノミ，ナガトゲヒメハ

ナノミの８種であった．ハナノミ類の多くが訪花

習性を持っていることを考慮すると，今回の調査

で得られた訪花性種はけっして多いとは言えない．

溝田・今坂（１９９７）は訪花性昆虫の捕獲に有効な

ベンジルアセテートトラップ（サンケイトラップ）

を使用して１０属２８種のハナノミ類を捕獲してい

るが，このうち訪花性種は１８種に及んでいる．今

図３ ハナノミ科各種の発生消長（Nは捕獲総個体数を，○印はそれぞれのトラップで捕獲されたことを示す）

鶴 智之・林 成多
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後より効果的なハナノミ類の採集を行うにはMT

の他にベンジルアセテートトラップなども併用し

た総合的な調査が必要となるであろう．
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島根県産ハナノミ科甲虫目録
本目録はすでに島根県内から記録されている種に今回の調査で新たに得られた種を加えて作成した．現

段階では調査地点も少なく十分な検討が行えたとは言い難いが，本報告で一旦まとめることで今後の調査

の参考になれば幸いである．リストは和名，学名，出典の順に列記した．記録されたハナノミ類は２族１４

属３０種である．

ハナノミ族 Mordellini（４属６種）

モンハナノミ Tomoxia nipponica Kôno（加藤・椋木，２００３）

ネジロモンハナノミ Tomoxia scutellata Kôno（加藤・椋木，２００３）

オオオビハナノミ Glipa（Macroglipa）shirozui Nakane（野津，１９７８；門脇，１９８３；本報告）

ピックオビハナノミ Glipa（M．）pici Ermisch（加藤・椋木，２００３）

アラキハナノミ Mordellaria arakii（Nakane et Nomura）（本報告）

キンオビハナノミ Variimorda flavimana（Marseul）（野村，１９５８；福井，１９９４a）

ヒメハナノミ族 Mordellistenini（１０属２４種）

クロヒメハナノミ Mordellistena（Mordellistena）comes Marseul（福井，１９９４a；本報告）

トケジクロヒメハナノミ Mordellistena（M．）tokejii Nomura（本報告）

セグロヒメハナノミ Mordellistena（M．）fuscosuturalis Nomura（福井，１９９４a, b）

コクロヒメハナノミ Mordellistena（M．）insignata Ermisch（福井，１９９４a）

ノムラクロヒメハナノミ Mordellistena（M．）nomurai Tokeji（福井，１９９４b）

トゲナシヒメハナノミ Mordellina（Mordellina）atrofusca（Nomura）（本報告）

チャオビヒメハナノミ Mordellina（M．）brunneotincta（Marseul）（本報告）

アマミヒメハナノミ Mordellina（Pseudomordellistena）amamiensis（Nomura）（本報告）

ヤマモトヒメハナノミ Mordellina（P．）yamamotoi（Nomura）（福井，１９８８，１９９４a；本報告）

カグヤヒメハナノミ Mordellina（P．）kaguyahime（Nomura et Katô）（本報告）

フタモンヒメハナノミ Falsomordellistena altestrigata（Marseul）（門脇，１９８３，２００１）

キンモンヒメハナノミ Falsomordellistena aurigttata Nomura（本報告）

オカモトヒメハナノミ Falsomordellistena okamotoi（Kôno）（本報告）

チャイロヒメハナノミ Falsomordellistena rosseola（Marseul）（門脇，１９８３，２００１）

シナノヒメハナノミ Falsomordellistena shinanoensis Tokeji（本報告）

オオメヒメハナノミ Glipostena pelecotomoidea（Pic）（本報告）

クリゲヒメハナノミ Glipostenoda trichophora（Nomura）（本報告）

ナミアカヒメハナノミ Falsomordellina luteoloides（Nomura）（本報告）

タカオヒメハナノミ Falsomordellina takaosana（Kôno）（本報告）

ガロアヒメハナノミ Tolidopalpus galloisi（Kôno）（本報告）

ナガトゲヒメハナノミ Tolidostena japonica（Tokeji）（本報告）

アワヒメハナノミ Pseudotolida awana（Kôno）（本報告）

アカヒメハナノミ Mordellistenoda aka（Kôno）（本報告）

オオスミヒメハナノミ Mordellistenoda ohsumiana（Nakane）（本報告）
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